
 

 

成22年度の予算、385億円の落ち

込みでした。国（所得税）と違

い、地方（住民税）は前年実績に対し

ての課税になります。ですから、景気

低迷の本格的な影響は国に比べて1年遅

れでやってきます。 

 

しい予算編成になることは昨年の

夏の段階で分かっていました。横

浜市が取った方法は2つ。1つは事務事

業の徹底的な見直し。もう1つは市債発

行額の増額です。事務事業について

は、3年以上見直しされていないものを

徹底的に洗い出し、会費的負担金をな

くしました。これにより、211件、29億

円の削減を図りました。 

 

債発行額については、財政規律を

ぎりぎり守る範囲での増額となり

ました。ご意見は分かれると思いま

す。これまで厳しく横浜市財政を
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をチェックしてきた私としては、今回

の発行額増額は仕方ないと評価してい

ます。 

 

題はこれからです。表1（裏面）

をご覧下さい。義務的経費と呼ば

れる人件費、扶助費、公債費は既に一

般会計歳出予算に占める割合が54.2%と

高い水準になっています。つまり今後

も厳しい財政運営が見込まれる中で、

見直すといってもメスを入れられる個

所はかなり限定的です。 

 

かも、今回行った事務事業の見直

しによる効果は一過性のもので、

継続的に効果が表れるものではありま

せん。私は既存事業であっても、今後

はゼロベースからの抜本的見直しを

図っていく必要があるだろうと考えて

います。予算編成での本市の努力には

一定の評価をしていますが、一方で、

急激な景気悪化に伴い、市税収入は385億円も落ち込みました。一方で、予算的には

削りにくい義務的経費は予算全体の約54%。横浜市は3年以上見直しが行われていない

事業などにメスを入れ、経費の削減を図りました。厳しい財政運営を前にした一連の

横浜市の取り組みに対して、私は一定の評価をしています。しかし、評価できない予

算もありました。外郭団体等の整理・統合に向けて動き出している中で、新たな外郭

団体を設立する動きも。この予算編成のちぐはぐな面を本会議の場で取り上げました

ので、本号レポートでご報告します。 
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ちぐはぐな面も散見されます。 

 

たな外郭団体の設置です。横浜市では、外

郭団体等の整理・統合に向けて取り組みを

進めているところです。にも関わらず、今回、横

浜市が100%出資する水道の外郭団体を設置する予

算として1億円が計上されました。外郭団体の整

理を進めていながら、一方で新たに外郭団体を作

るというのは、何とも理解できません。 

 

れだけではありません。太陽光パネルを個

人にリースするための事業体を設置する予

算が2000万円も計上されています。横浜市の出資

比率を含め、どういう形の事業体とするのか、現

時点では白紙とのこと。それでも、リース事業を

行う組織を外部に設けるという方針には違いあり

ません。本会議では、「言っていることと、やっ

ていることが違う」と問題点を指摘しました。 

 

事業の問題点については、今後の市政レ

ポートの中でお伝えしたいと思います。 
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※上記対象地域の一部でも構いません 

                            

 

お陰様で、毎月発行している市政レポートは今号で30号となりまし

た。私の市政レポートは街頭演説や地域行事、あるいはご紹介などで

知り合った方々がボランティアで配布して下さっています。 

 

年に1度だけ紙面を使って、市政レポートを配布頂ける方を募集してお

ります。まだ、配布できていない地域もございますので、もし、お手

伝い頂ける方がいましたら、ご連絡下さい。配布に要する時間です

が、マンション等の集合住宅であれば1時間に400枚、戸建住宅街であ

れば1時間に150枚が目安になります。 

 

お 問 い 合 わ せ は 事 務 所（935-7850）も し く は メ ー ル

（hero1001@ezweb.ne.jp）にお願い致します。 

 

なお、お手伝い頂けると助かる地域は左記の通りとなっております。

どうぞ、よろしくお願いします。 

表1 平成22年度一般会計予算の経費別構成比 

 

平成22年度の一般会計予算、1兆3604億円の内訳を経費別に

表したもの。扶助費とは法律で支給が定められている生活

保護費や児童手当のことで、年々増加傾向にあります。公

債費とは過去に発行した地方債（借金）の返済に関わる経

費のこと。人件費と扶助費、公債費を義務的経費という。

表のうち、横浜市の独自施策として実施しているのは、市

単独事業費で、一般会計全体の占める割合はわずか8%。10

年前の半分以下の水準となっている。 

◎市政レポート配布ボランティア、お願いします！ 

人件費, 14.9

扶助費, 25.5

公債費, 13.8

行政運営費, 
20

市単独事

業費, 8

国庫補助事業

費, 4.3
繰出金, 13.5
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